





























































































ビール杯数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 工0 11 12 工3 14 15
全部効用 10 1824．630．235 38．74L744ユ45．746．847．447．547．146345．2




















































































































































































































枚　　数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
限界効用 1513．612．411 10 9 8 7．5 7 6．5 6 5．5 5 4．5 4
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エ……総効用100の無差別曲線
Ir……総効用120の













































枚数γ 全部効用 補足効用 足数瓢
A 10 100 0 0
B 9 93．5 6．5 0，325
C 8 86．5 13．5 0，675
D 7 79 21 1，056
E 6 71 29 1．5
F 5 62 38 2
G 4 52 48 2，625
H 3 41 59 3，345
1 2 28．6 7L4 4，215
J 1 15 85 5，255






足数κ 全部効用 補足効用 枚数γ
R 0 0 100 10
Q 1 20 80 7，133
P 2 38 62 5
0 ．3 54 46 3，455
N 4 68．5 31．5 2，234
M 5 82 18 1，221
L 6 94．5 5．5 0，367






















枚数γ 全部効用 補足効用 足数κ
10 100 20 1．0
9 93．5 26．5 1，361
8 86．5 33．5 L75
7 79 41 2」186
6 71 49 2，688
5 62 58 3，276
4 52 68 3966
3 41 79 4，778
2 28．6 91．4 5，752






















































































P 2 1 2，133 2，1335
0 3 1 1，545 1，5453，455
N 4 1 1，221 1，2212，234
M 5 1 1，013 1，0131，221
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curve）は，所得が変化しないで1つの財の価格が変化した場合の消費行
動をとりあつかった曲線である。
　しかし，両曲線とも，予算線と無差別曲線との接点を結んだ拡張線に
よって，消費者の行動を表現しようとすることは同じである。
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　151　　　　　　一効用理論の例解一
　第13図は，Y財の価格は変化せず，　X財の価格のみが下落した場合，
予算線はAB→AC→ADと変化し，それに接する無差別曲線も1，→ム
→ムとなり，同じ予算で，より大きな総効用がえられるということを示
している。
　この場合の均衡点El，　E2，　E3を結んだ拡張線が価格消費曲線である。
　　第13図
価格消費曲線例図表
Y
A
　／E3
E2
D X
　消費者は，X財の価格が下落したからといって，　X財を大量に購入す
るとは限らず，その財の価格下落によって生じる余裕によって，他の財
を多く購入するかもしれない。
　したがって，価格消費曲線も，所得消費曲線と同様，どのような拡張
曲線になるかは，その財の性質と消費者の好みによるのである。
　第13図の価格消費曲線は，X財の価格のみが下落しても，その財では
なくて，それによって生じる余裕で，XY両財が増加するという状況を
示している。
　したがって，無差別曲線瓦1，，1・とより大きな総効用のものと接す
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るということは，また，実質所得を増加させると同様の効果をあたえる
のである。
11．所得効果と代替効果
　ある財の価格変化は，一一一・・方では実質所得の変化をあたえ，一方では価
格比の変化となって財の選択に変化をあたえる。
　前者は所得効果とよばれ，後者は代替効果とよばれるものであるが，
この概念は，所得消費曲線と価格消費曲線の知識によって分析できるの
である。
　ここでは，第14図のように，X財の価格下落によって，価格線はAB
→ACに移行したと仮定しよう。
　この場合，所得に変化がないものと仮定すれば，均衡点は，無差別曲
線1，と接するE点から，より大きな総効用の無差別曲線ムと接する
F点に移動することになる。
　このE点るらF点への価格消費曲線の移動は，総合効果（total　effect）
とよばれるもので，それは，所得効果と代替効果の総合の結果なのであ
る。
　もし，価格の変化なしで，このムの効用を手にするためには，予算線
ABに平行で，無差別曲線に接する予算線GHの示す所得が必要という
ことになる。
　ということは，また，X財の価格下落によって，予算線・4BとGH
の差だけ実質所得が増大するということである。
　しかし，価格に変化がなくて，所得が予算線OHに増大したとした場
合には，価格の変化ではなくて所得の変化であるから，均衡は無差別曲
　　　　　　　　　　　　　　　33
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第14図
X
XI　　　　X2　　　×3
線と価格消費曲線とが一致するF点でなくて，所得消費曲線と一致する
1点である。
　この所得消費曲線上のE点→1点の移動は，所得効果（income　effect）
によるものであり，X財の価格下落によって，　X財の購入量が増加し，
同じ無差別曲線上の1点→F点に移動するのは代替効果（substitution
effect）によるものである。
　したがって，X財に限っていえば，第14図のXl・一・x3の購入量増加のう
ち，κ1・一・x2は所得効果によるものであり，　x2－Xsの増加部分は代替効果
によるものであるといえるのである。
34
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12．無差別曲線と需要曲線
需要量は，価格，好み，所得，人口の関数，すなわち
　　　　需要量＝・f（価格，好み，所得，人口）
であると考えられる。
　ここでいう価格は，単にそれ自体の価格，代替物の価格，および補完
財の価格という3つの価格を意味するのである。
　好みとは流行をふくんだデザインその他のものをいうのであり，財の
種類によっては需要量に大ぎな影響をあたえるものである。
　しかし，われわれが理論上，需要曲線という場合には，財自体の価格
以外の諸要因は変化しないという条件のもとで，その価格にたいする需
要量の関数関係を曲線に示したものをいうのである。
　この需要曲線は，無差別曲線と予算線の接点の拡張線である価格消費
曲線の概念からひきだすことができるのである。
　第15図〔A〕のγ軸は全ての購入財を代表する所得であり，X軸はX
財の数量であり，6本の予算線は，X財のいろいろな価格に対応するも
のである。
　この例で，所得は140円と仮定し，予算線に対応するX財の価格P，
…P6は（所得）／（Xt）で算出され，それは，それぞれの予算線の傍に記
入されており，また，〔B〕図の下方に価格として表示されている。
　この〔A〕図で，それぞれの予算線と無差別曲線との接点である均衡
点を結んだのが価格消費曲線である。
　この価格消費曲線と予算線から，価格と消費量すなわち購入量を見出
し，導出したものが〔B〕図の需要曲線である・
　　　　　　　　　　　　　　　35
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一効用理論の例解一
　第15図　需要曲線作成図表
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1需要曲線
G
　X80
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　　X100
（個）
X財単価　14　7　4・7　3・5　2・8　2・3　2　1’8　1’6　1’4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
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　しかし，導出された需要曲線は，個人の効用・選択にもとずいている
ものであるから，あくまで，個人の需要曲線なのであり，その社会の全
員の，価格別の和が，その社会における需要曲線である。
13．ボックス図表
　ここまでにとりあつかった効用理論は，消費者1人が，一定の所得を
支出することによって，最大の効用を手にしようとする消費者選択の問
題，財の価格変化に対応する消費者選択の人間行動をとりあつかったも
のであった。
　しかし，ここでは，複数の消費者にたいする消費財の経済的な分配の
理念，すなわち，経済効率についての考察を，ボックス図表（Box　dia・
gram）を用いておこなうのである。
　消費財の経済的な分配とは，技術的な効率分配のシステムが，人間労
働，設備，その他の資源の有効利用によって，生産費用を低める努力で
あるのにたいして，消費者の好みにしたがって，存在する消費財を最も
有効に分配することである。
　ボックス図表は第16図のように，ABの2財を甲乙2人の消費者で分
配するという簡略化された例でもって，各自の効用，両者の効用という
面から考察するものC・ある。
　第16図で，左下が消費者甲の基点で，縦軸にA財，横軸にB財をと
り，曲線甲1…甲Tは，両財の組合せにおける効用の大きさの順を表現し
た無差別曲線である。
　甲にたいして180°転換した図の右上がZの基点で，横軸にB財，縦
軸にA財をとり，曲X，R　Z，…Zは，両財の組合せにおける効用順の無差
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別曲線である。
　この2つの無差別曲線図表を逆に組合せた第16図は，甲乙両者のAB
両財の量を示す両軸が箱型の図表をつくるということから，ボックス図
表とよばれるのである。
　この図表で，甲と乙の無差別曲線が接する点を結んでできる曲線を契
約曲線（contract　curve）とよぶのである。
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第16図　ボック図表例
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第16図の例では，ABの両財とも100単位であると仮定しており，い
ま，消費者甲は，A財を82単位，　B財を69単位，消費者乙は，　A財を82
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単位，B財を31単位の組合せで購入していると仮定しよう。
　その組合せは，図上のC点で．あり，甲3と乙4の無差別曲線上にあるの
で，消費者甲は甲3の総効用を，乙は乙4の総効用を手にすることになる。
　その組合せが，甲はA財37単位，B財44単位のd点の組合せに，乙は
A財51単位，B財45単位のf点の組合せに移行した場合，　d点もノ点も，
前例と同様に，無差別曲線甲3と乙4の線上にあるので，両消費者とも総
効用には変化がないということになる。
　しかも，両消費者によるA財の購入量は37＋51＝88単位，B財のそ
れは44＋45＝89単位で，A財は12単位，　B財は11単位ほど消費残ない
しは節約となり，しかも，両者それぞれの満足充足の度合は変化なしと
いうことになるのである。
　しかし，消費者達が，より多くを消費したいにもかかわらず，消費の
欲望を抑制されているような場合には，消費量を限度まで増加させるこ
とによって，この例によれば，両財とも100単位まで消費することによ
って，より大きな効用がえられるはずである。
　例えば，両財の組合せがC点から契約線上のg点に移行した場合，
消費老甲の組合せ｝i　B財19単位減でA財26単位増であり，消費者乙の
組合せは，逆にノ1財26単位増でB財19単位減である。
　両者の購入量は，C点の組合せと同様，両財とも全量の100単位であ
るけれども，消費者甲の総効用は甲3より大であり，消費者乙の総効用は
乙，より大である。
　このように他人の効用を減ずることなく，その他の人の効用を増大さ
せる。または，全老の効用を大とするような分配組合せを，経済効率の
改善ともよぶのである。
　したがって，C点の組合せからg点への移行でなくても，　C点の場合
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には，甲3と乙‘の無差別曲線で囲まれた内側に移行することは経済効率
を改善したことになるのである。
　しかし，契約線上のg点からf点の組合せを移行することは，消費者
甲の総効用は増加するけれど，Zのそれは減少することになる。
　このように，契約線上の組合せの移行は，一方をよくすれば他方がわ
るくなるのであって，他人の満足の度合を少くすることなく，他の一方
の満足を増大させることのできない，このような状況を，経済的に効果
的であるとよぶのである。
14．おわりに
　無差別曲線という場合，通常，消費者選択における効用の無差別曲線
を意味するのであるけれども，賃金一労働時間の無差別曲線，生産者の
無差別曲線などの無差別曲線とよばれるものもあるのである。
　また，生産費用と生産量との関係を効用の無差別曲線と同様の手法で
表現するものは等生産量曲線とよぶのである。
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